
奈良市指定管理者選定委員会　採点集計表

審査日　令和３年２月１日

適否審査

A B C D E 適の数 否の数

① 市民による平等利用に対する考え方及び方策 適 適 適 適 適 5 0

② 情報公開に対する考え方及び方策 適 適 適 適 適 5 0

③ 法令遵守に対する考え方及び方策 適 適 適 適 適 5 0

2
事業計画書の内容が公の施設の経
費の縮減が図られるものであること

① 収支計画及び経理の適正性 適 適 適 適 適 5 0

① 施設の維持管理に対する考え方及び方策 適 適 適 適 適 5 0

② 施設の安全対策、非常時の対応に対する考え方及び方策 適 適 適 適 適 5 0

A B C D E 平均 比率 優れている点 劣っている点

① 施設の現状分析 3 2 2 2 2 2.2 11 18 1 4 0

② 事業実施計画 3 3 2 2 2 2.4 12 18 2 3 0

③ 自主事業実施計画 3 2 3 2 2 2.4 12 18 2 3 0

④ 利用の促進、サービスの向上の方策 3 2 3 2 3 2.6 13 18 3 2 0

① 職員の配置、勤務体制及び研修計画 3 2 2 3 3 2.6 13 18 3 2 0

② 類似事業の実績、ノウハウ 3 2 2 2 3 2.4 12 18 2 3 0

③ 財務状況の健全性 3 2 3 2 2 2.4 12 18 2 3 0

① 施設の管理運営に対する熱意・意欲 3 2 3 2 2 2.4 12 18 2 3 0

② 行政との連携 3 2 3 2 3 2.6 13 18 3 2 0

③ 地域経済に対する配慮 3 2 3 2 2 2.4 12 18 2 3 0

④ 現在働いている職員の雇用に対する配慮 3 2 3 2 2 2.4 12 18 2 3 0

33 23 29 23 26 134 134 198 198 100%

提案 ・利用促進のためHPだけでなく、広報誌も作成してはどうか。

・効率的人員配置を行っている。
・医師会との連携を強くして安定した財務状況
・財務状況は良好。
・法令遵守については上述。また、堅実に業務をこなしていると思われ
る。

・以前より市との連携強化を図っており、特に問題なし。
・いずれの項目においても十分な意欲が示され、また十分な配慮もなさ
れている。
・行政についての姿勢は安定的であり、前向きである。職員の専門性を
育みながら、業務を遂行できる。

総評

・コロナ対策を重点的に実施している等、事業の変化にも対応できている。
・指定管理者としての努力が認められる。
・BPC（事業継続計画）策定もできるだけ早くする方がいい。

合計点

各委員の採点

計

48

37

493
その他効果的に公の施設の設置の目
的を達成することのできる団体である
こと

72 36%

2
事業計画書に沿った公の施設の管理
を安定して行う能力を有していること

54 28%

２の
数

１の
数

意見

満点

1
事業計画書の内容が公の施設の効
用を最大限に発揮させるものであるこ
と

72 36%

・令和２年度において、検査課のコスト削減のため(株)SRLとFMS契約し
たことは非常にいい判断だと思う。
・利用者だけでなく、利用していない者の分析を行っている。
・自主事業実施計画が充実している。
・市民サービス向上についてアンケート実施を計画している点が良い。
・市行政に対し、協力的な姿勢を持続しており、市民に対してもサービス
精神の発揮に努めている。

点数審査

選定の基準 審査項目

配点
３の
数

1
市民による公の施設の平等利用を確
保できるものであること

3
事業計画書に沿った公の施設の管理
を安定して行う能力を有していること

・法令遵守、情報公開についての職員研修を推進している。
・個人情報やデータ管理の重要性の強調必要。

・奈良市総合医療検査センターの設置目的を十分に理解され、その目的を達成するよう努める姿勢が充分に示されており、同センターの指定管理者として適任である。
・高い専門性を有する奈良市内の団体として、今後、市民サービスの提供、行政サービス並びに行政施策の一翼を担うにふさわしい団体と思料する。
・市民の健康の保持・増進のために様々な事業に取り組んでおられますが、キャパの問題もあり、限界に近い状態であるとのことですが、今後、事業方法を工夫され、将
来的に医療費の削減、健康寿命の延伸につなげていただくことを期待します。
・指定管理者として妥当である。

意見

施 設 の 名 称 奈良市総合医療検査センター

申 請 団 体 の 名 称 一般社団法人　奈良市医師会

選定の基準 審査項目

各委員の審査


